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８ 月25日 ～29
日、
９月１日、
　　28日

年度内で40歳～74歳の国保加入者
※国保以外の方は、各医療保険者
　にご確認ください。

特定健診
（法定健診）

循
環
器
系
の
健
診

年度内で75歳以上
後期高齢者の
基本健診

18歳～39歳ヤング基本健診

40歳～70歳で未検査の方肝炎ウイルス検診

50歳以上の男性前立腺がん検診

８月５日～９日
11月15日

35歳以上胃がん検診

40歳以上腹部超音波検診

11月11～13日40歳以上大腸がん検診

６ 月25日 ～28
日、
　　30日

年度内で65歳以上
結核健診
（法定健診）

胸
部
の

検　

診 40歳以上肺がん検診

７月10日～12日
９月６日

20歳以上の奇数年生まれの女性子宮がん検診

40歳以上の奇数年生まれの女性乳がん検診

６月17日、18日
40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・
65歳・70歳節目の女性

骨粗しょう症検診

６月～12月
40歳・50歳・60歳・65歳・70歳
節目の方

成人歯科健康診査

８月４日～８日、
　　11日
12月８日～11日
２月２日～６日

�40歳以上の国保加入者
�75歳以上で後期高齢者医療被保
　険者証の交付を受けている方
�国保以外の被扶養者で医療保険
　者から受診券が発行される方

一日人間ドック
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平
成　

年
度
の
各
種
検
診
を
左
記
の
通
り

20

実
施
し
ま
す
。
医
療
制
度
改
革
諸
法
令
に
よ

り
、　

年
度
か
ら
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

20

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
早
期
発
見

と
生
活
習
慣
の
改
善
を
目
的
と
し
た
「
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
特
定
健
診
・
保
健
指
導
は
、　

歳
〜

40

　

歳
を
対
象
と
し
て
、
各
医
療
保
険
者
が
実

74

施
す
る
こ
と
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
循
環
器
系
の
健
診
と
一
日
人
間

ド
ッ
ク
の
対
象
者
等
が
変
わ
り
ま
す
。

　

後
日
各
地
区
の
保
健
推
進
員
さ
ん
が
申
込

書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
よ
く
ご
確

認
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
健
康
な
生

活
を
送
る
た
め
、
定
期
的
な
検
診
を
忘
れ
ず

に
受
け
ま
し
ょ
う
。
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　町では、妊婦さんが安心して出産・子育てができ
るよう、平成20年４月１日から、妊婦一般健康診査
受診票の交付を２回分から14回分に拡大します。
　妊婦一般健康診査とは、妊娠高血圧症候群や切迫
流産などから母子を守り、無事に出産できるように
医療機関で定期的に受ける健康診査です。妊婦さん
が出産するまでに受ける妊婦健診の回数は、だいた
い10回から14回くらいとされていますが、保険適用
外のため、１回の健診につき5000円から１万5000円
程度かかります。
　このように妊婦健診にお金がかかることや、仕事
の多忙さなどから、妊婦健診を一度も受けずに出産
する、いわゆる「飛び込み出産」をしてしまう妊婦
さんが最近全国的に増えてきています。しかし飛び
込み出産をすることは、母子の命に大変危険を及ぼ
し、また出産時に病院側からの受け入れを拒否され

る原因にもなります。
　幸い、町内では飛び込み出産をする妊婦さんはい
ませんが、これからも安心して出産・育児ができる
よう支援していきます。
　妊婦一般健康診査の受診票は、母子健康手帳交付
時に14枚を交付します。
　町で負担するのは、あらかじめ決められた検査項
目のみです。それ以外の検査や治療は、自己負担に
なりますのでご了承ください。
　また平成20年４月１日以前に妊婦一般健康診査受
診票（２回分）を交付された方で、同年４月以降に
出産される方には、残りの健診回数分の受診票を郵
送します。
　ご不明な点は、保健センターにお問い合わせくだ
さい。
�������保健センター　�46-5571
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測
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
大
気
中
の
二

酸
化
炭
素
濃
度
を
現
在
の
レ
ベ
ル
に
抑
え
る

た
め
に
は
、
直
ち
に
そ
の
排
出
量
を　

〜　
50

70

％
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
報
告
し

て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
、
地
球
温
暖
化
は
地
球
規
模
の
問

題
で
あ
り
、世
界
各
国
が
共
同
歩
調
を
取
り
、

対
策
を
進
め
て
い
く
べ
き
緊
急
課
題
で
す
。
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い
ま
、
世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
の
約
９
割
は
化
石
燃
料
（
石
油　
40

％
、
石
炭　

％
、
天
然
ガ
ス　

％
）
で
す
。

27

22

こ
の
よ
う
に
人
類
が
、
二
酸
化
炭
素
を
多
く

発
生
さ
せ
る
化
石
燃
料
に
依
存
し
て
い
る
の

が
一
番
の
要
因
で
す
。
ま
た
一
般
家
庭
で
電

気
、
水
道
等
を
使
用
し
て
も
二
酸
化
炭
素
が

発
生
し
ま
す
。
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地
球
の
温
暖
化
は
、　

世
紀
の
間
に
大
き

20

く
進
行
し
、
そ
の
結
果
世
界
の
至
る
所
で
異

変
が
発
生
し
ま
し
た
。
平
均
気
温
は
０
・
６

度
上
昇
し
、
海
面
水
位
は　

〜　

㌢
も
上
昇

10

20

し
ま
し
た
。
北
極
の
氷
が
解
け
始
め
、
大
雨

等
の
異
常
気
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
進
行
す
る
と
１
０
０
年
後
に
は
、
気
温

が
最
大
５
・
８
度
上
昇
し
、
海
面
水
位
も
最

大　

㌢
上
昇
し
水
没
す
る
国
や
島
も
出
て
き

88
ま
す
。
ま
た
生
態
系
、
農
作
物
に
も
影
響
が

出
て
き
ま
す
。
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�
こ
れ
は
地
球
規
模
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す

が
、
日
本
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
世
界

第
５
位
（
世
界
消
費
量
の
５
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
世
界
中
の
人
々
が
共
通
の
認
識
と

自
覚
を
持
ち
、
身
近
な
こ
と
か
ら
行
動
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。「
私
一
人
ぐ
ら
い
」
と
思

う
こ
と
が
一
番
の
問
題
で
す
。
知
識
は
あ
っ

て
も
、
行
動
に
移
せ
な
い
と
い
う
人
が
ほ
と

ん
ど
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
で
き
る

こ
と
か
ら
着
実
に
始
め
ま
し
ょ
う
。
地
球
温

暖
化
防
止
実
現
へ
向
け
て
の
国
民
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
そ
れ
が
「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６

％
」
で
す
。

　

そ
こ
で
今
月
号
は
、「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス

６
％
」
の
取
り
組
み
の
一
つ
「
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
の
で
実
践
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
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優
し
い
発
進
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
最
初

の
５
秒
で
時
速　

㌔
が
目
安
で
す
。
こ
れ
だ

20

け
で　

％
の
燃
料
費
が
節
減
さ
れ
ま
す
。
時

11

間
に
余
裕
を
持
ち
、
ゆ
っ
た
り
気
分
で
運
転

を
。
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車
間
距
離
に
余
裕
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
車
間
距
離
を
詰
め
た
り
、
速
度
に
む
ら

の
あ
る
走
行
を
し
た
り
す
る
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
速
度
変
化
の
少
な
い
安
全
な
運
転
を
し

ま
し
ょ
う
。
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エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
積
極
的
に
使
う
と

燃
料
の
供
給
が
停
止
さ
れ
る
の
で
、
２
％
の

燃
料
費
が
節
減
さ
れ
ま
す
。
下
り
坂
な
ど
で

は
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
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車
内
を
冷
や
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
気
象
条
件
に
応
じ
て
、
小
ま
め
に

温
度
、
風
量
調
整
を
し
ま
し
ょ
う
。
エ
ア
コ

ン
を
使
用
す
る
と　

％
の
燃
料
費
が
増
え
ま

12

す
。
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無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め
ま
し
ょ

う
。　

分
間
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
で
１
３
０
c

10

c
程
度
の
燃
料
を
浪
費
し
ま
す
。
５
秒
以
上

の
停
止
で
あ
れ
ば
、
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
た
ほ

う
が
経
済
的
で
す
。
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エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ら
す
ぐ
出
発
し
ま

し
ょ
う
。
現
在
の
ガ
ソ
リ
ン
乗
用
車
に
お
い

て
寒
冷
地
な
ど
を
除
き
、
暖
気
運
転
は
不
要

で
す
。
５
分
間
で
１
６
０
c
c
程
度
浪
費
し

ま
す
。
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出
発
前
に
計
画
、
準
備
を
し
て
渋
滞
等
の

交
通
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
１
時

間
の
ド
ラ
イ
ブ
で
道
に
迷
い　

分
余
計
に
走

10

行
す
る
と　

％
程
度
の
燃
料
費
が
増
え
ま

14

す
。
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タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
適
正
値
よ
り
０
・
５

�
／�
不
足
し
た
場
合
、
２
〜
４
％
燃
料
費

が
増
え
ま
す
。
日
ご
ろ
の
点
検
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
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１
０
０
㌔
の
不
要
な
荷
物
を
載
せ
て
走
る

と
、
３
％
程
度
燃
料
費
が
増
え
ま
す
。
車
の

燃
費
は
荷
物
の
重
さ
に
敏
感
で
す
。
用
の
な

い
荷
物
は
車
か
ら
降
ろ
し
ま
し
ょ
う
。
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渋
滞
な
ど
を
招
く
こ
と
か
ら
、
違
法
駐
車

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
平
均
時
速
が　

㌔
か
ら

40

　

㌔
に
落
ち
る
と　

％
程
度
の
燃
料
費
が
増

20

31

え
ま
す
。

　

さ
あ
、
今
日
か
ら
み
ん
な
で
実
践
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
未
来
の
地
球
環
境
の
た
め
に
！

�
�
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町
民
福
祉
課　
�
　

―
５
５
６
２

46
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大
気
に
は
、
太
陽
熱
（
赤
外
線
）
を
吸
収

し
、
地
球
に
と
ど
め
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
地
球
の
温
度
が
、
適
度

（
平
均
気
温　

度
）に
保
た
れ
て
い
る
の
は
こ

15

の
た
め
で
す
。温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
る
と
、

宇
宙
に
放
射
さ
れ
る
熱
が
少
な
く
な
り
、
温

暖
化
が
進
行
し
ま
す
。
こ
の
現
象
が
地
球
温

暖
化
で
す
。
仮
に
、
こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
が

な
い
と
地
球
の
温
度
は
マ
イ
ナ
ス　

度
に
な

18

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
に
は
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２

）
を
は
じ
め
メ
タ
ン
、
亜
酸
化
窒
素
、
フ

ロ
ン
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
二
酸
化
炭
素

が
温
暖
化
へ
の
影
響
が
最
も
大
き
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
球
の
平
均
気
温
は
、
こ
こ
１
０
０
年
間

で
約
０
・
６
度
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
）
で
は
、
こ
の
ま
ま
何
も
対
策
し
な
い
場

合
、
２
１
０
０
年
の
平
均
気
温
は
１
９
９
０

年
に
比
べ
て
最
大
５
・
８
度
上
昇
す
る
と
予
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